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自閉症状を示した障害児の学校適応に関する追跡研究1X（3）

一幼児期に自閉症と診断され、就学時診断が修正された例について一

肥後祥治＊・野呂文行＊・井 上雅彦＊・加藤哲 文＊＊・小林重雄＊＊

　本報告の目的は、他機関において自閉症との診断を受けたが就学時の再診断におい

て知能障害あるいは学習障害としての措置を受けたほうがよいと判断されたグループ

に関して高等学校相当時の様子を記述し、学校適応に影響を及ぼす要因を検討するこ

とである。調査は、対象児に対する心理テスト及び母親との面接によって構成された。

　結果から次のことが明らかになった。①精神年齢は、中学3年時とほぼ同様か幾分

上昇していた。②適応行動尺度で見ると各人とも1～4の領域での落込みを除いてほぼ

彼らの測定知能水準、年齢、性別に相応の適応状態を示していた。③幼児期に完全に

解決することができなかった問題行動は依然として残っていた。④学校適応に影響を

与える要因として、状況の理解、教師＝子供関係、余暇の利用方法、家庭訓練に対す

る親の姿勢などが挙げられた。

キー・ワード　自閉症児追跡研究 学校適応 行動療法

I．はじめに

　障害児のリハビリテーションの必要性が叫ば

れる中で、これまで用いられてきたプログラム

の有効性及び問題点を検討する作業は、盛んに

行われてきたとは言い難い。その一つの傍証と

して、就学前時に専門機関で治療教育を受けた

障害児の長期に渡る追跡研究の数が、本邦にお

いて少ないことが挙げられる。われわれの研究

室では、就学前に治療教育を受けた子どもたち

の追跡研究を1979年に初めて報告した。それ以

降報告は継続的に行われ、本研究で9報目と

なった。その間追跡対象の子どもたちは、児童

期から青年期に到り現在では後期中等教育にあ

たる時期を終えそれぞれの道を歩んでいる。追

跡が長期間に渡るにしたがい、治療教育プログ

ラムの再検討・再開発のための資料収集といっ

た当初の目的に加え、青年期における自閉性障

＃心身障害学研究科

舳心身障害学系

害児及び発達障害児の予後や彼らの青年期にお

ける問題の所在を明かにするといった新な役割

を担う必要がでてきた。

　本研究は、近藤・高杉・伊藤・竹花・井口・

小林・池・小林・長畑・斉藤（197912〕）の報告に

はじまる一運の研究（太田・反保・金原・藤原・

池・小林・長畑・斉藤（197913））；竹花・近藤・

井口・長藤・古賀・柴・高杉・池・小林（198014〕）；

伊藤・近藤・雨宮・竹花・加藤・久保田・松田・

池・小林（19813））；伊藤・竹花・加藤・打越・

竹花・高杉・近藤・池・小林（19834））；加藤・

竹花・伊藤・打越・小林・竹花・高杉・平田・

近藤・池・小林・（19845〕）；加藤・高杉・打越・

小林・浜田・前川・小林（19856〕）；福井・加藤・

伊藤・小林・浜田・肥後・西尾・前川・小林

（19861））；肥後・加藤・藤田・小林（19882）））

の延長上に位置し、幼児期に他機関において「自

閉症」と診断されたが、訓練の過程で自閉症状

が消失あるいは改善し就学時の再診断で知能障

害児、学習障害児として対処することが望まし
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いと考えられた群（5名）に対して追跡研究を行

うことを目的としている。特に今回は、後期中

等教育の最終年度に達した対象児の様子につい

て小学校6年時、中学校3年時の様子を踏まえ

ながら報告し、この時期の学校適応の鍵となっ

た要因を探ることをその主な目的とした。

雅彦・加藤　哲文・小林　重雄

いその情報収集にあたった。用いた心理テスト

は、①田中ビネー1987年度版（以後、田中ビ

ネー）、②グッドイナフ人物画知能検査（以後、

DAM）、③適応行動尺度（ABS）の3つであっ

た。また、面接は、資料1にしめす質問紙を中

心に実施した。

II．方　法

1．対象児

　1978年4月の時点で、自閉的傾向を有し言語

及び行動上の問題を有することを主訴として

丁大学知能障害研究室で就学前指導を受けた

子どもたちが16名存在した。彼らは、その処遇

及び措置の観点から3つのグループに分けられ

た。本研究の対象児は、その中の1つのグルー

プである。一！幼児期に他機関において「自閉症」

と診断されたが、就学時の再診断において知能

障害児、学習障害児として対処することが望ま

しいと考えられた者”たちである。彼らのプロ

フィール、訓練経過、就学時の状況および進学

先はTable1に要約した通りである。イニシャ

ルは近藤・高杉・伊藤・竹花・井口・小林・池・

小林・長畑・斉藤（197912））にはじまる一連の研

究（竹花・近藤・井口・長藤・古賀・柴・高杉・

池・小林（198014））；伊藤・近藤・雨宮・竹花・

加藤・久保田・松田・池・小林（19813））；伊藤・

竹花・加藤・打越・竹花・高杉・近藤・池・小

林（19834〕）；加藤・竹花・伊藤・打越・竹花・

高杉・平田・近藤・池・小林（19845））：加藤・

高杉・打越・小林・浜田・煎川・小林（19856））：

福井・加藤・伊藤・小林・浜田・肥後・西尾・

前川・小林（19861））；肥後・加藤・藤田・小林

（19882）））と共通なものを用いた。なお、K．Y

とM．Sは相手側の事情により今回の調査への

協力を得られなかった。

2．調査内蓉

　調査は、標準化された市販の心理テストおよ

び面接法を用いて行われた。実施場所及び期日

は筑波大学学校教育部において1989年8月末

に実施された二また、事情によりこの期間に行

えなかった対象児については後日家庭訪問を行

III．結　果

1．知能検査

　田中ビネー、DAMの検査結果を小学校6年

時、中学3年時の結果とともにTable2に併記

した。また、田中ビネー、DAMにおける精神年

齢の推移をそれぞれFig．1，Fig．2に示した。

田中ビネーで測定された精神年齢に関してT

．M，M．Nは、中学3年時と同じであり、H．

Tは漸増した。これとは逆に動作性の知能を反

映するDAMにおいては、M．Nは精神年齢が

漸増、T．Mぽ前回と同様の値、H．Tは急激

な減少がみられた。

2．適応行動尺度

　丁．M，M．N，H．Tの3名のABSの結果

は、Fig．3～Fig．5に示す通りであった。またこ

こに示してある評価点は、平均5、標準偏差2で

あり、この範囲にはいるものは、同年齢、同性、

同測定知能レベル（MIL）において相応の適応

を示していると見ることができる。

　1）T．M
　T．Mの第1部の特徴は、全ての領域におい

て標準点5以上を示し中でも「経済的活動」、「数

と時間」の2つの領域においては評点10という

きわめて優れた状態であることである。第2部

においては、概ね良好な適応状態であるが、「不

侠な言語的習慣」においては改善すべきター

ゲットが存在することが示唆されている。これ

以外の評価点4以下の領域は、「暴カ及び破壊的

行動」、「自閉性」、「心理的障害」の3領域であっ

た。

　今回の結果を小学校6年時の結果と比較して

みると第1部の領域で1標準偏差以上の改善を

示したものが5領域あった。得点が下がったも

のは杜会性の1領域であったが、1標準偏差以
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Table1 対象児の概要

T・M K・Y M・S M・N H・T
性　　　　別 男　子 男　子 男　子 女子 男　子

生年月日 1971．2 1971．9 1972．3 1971．8 1971．8

主　　　　訴 言葉の遅れ 言葉が少ない 言葉の遅れ 言葉がない 言葉が出ない

落ち着きがない 落ち着きがない 対人関係の障害 落ち着きがない 落ち着きがない

仲問に入れない 尖足歩行

初回面接 1976．9（4：9） 1976．4（4：7） 1977．5（5：2） 1975，6（3：10） 1977．4（5：8）

■訓練期問 1年5ヵ月 1年10ヵ月 10ヵ月 2年9ヵ月 10ヵ月

訓練内容 1976．9～1977．4 1976．6～1978，3 1977．5～1978．3 1975．6～1977．3 1977．4～1978．2

パズル、円柱さ 書字、数概念、 言葉の学習（あ 円柱さし、パズ 発語訓練。

し、線引き。 読み、絵画、（個 いさつ語、助 ル、絵カード 数概念。

1977，4～1978．2 別）。小集団学 詞）、文字、文構 マツチング、発 トレーシング。

発音、文字読み 集。 成（個別）。 声・発語訓練、

（個別）。サー 絵カードの命

キット、電車 名、動作・音声

ごっこ、綱引き 模倣

（小集団）。 1977．4～1978．3

色・形・大小弁

別、記憶、トレー

シング、音声と

文字のマッチン
グ。

訓練終了時 ひらがな、数字 他者との会話が 個別学習に集中 訓練中の着席可 単語によるいく

の読み可能。 可能。 して取り組むこ 能。 つかの会話が可

概念学習課題可 課題への集中が とが可能。基本 絵カードの命 能。

能。 よい。 的会話が可能。 名、音声・文字 基本的指示理解

文字は書けない 行動、言語面で 助詞の欠落、疑 による絵カード 可能。

飽きたり要求が 著しい進歩。 問詞の理解がで 弁別可能。ト トレーシングは

通らないと泣き きない。 レーシングは不 可能であるが描

や独語が出る。 完全尖足歩行は 画はなぐりが
改善されない。 き。

就　　　学 小学校普通学級 小学校普通学級 小学校普通学級 小学校特殊学級 小学校特殊学級

小学校期 （介助員なし） （担任に障害や 週2時問情緒障 部分的に普通学 部分的に普通学

4年時より週3時 就学前に指導を 害学級に通級。 級へ参加。 級へ参加。

間、ことばの教 受けていたこと

室へ通級。 を知らせていな

い）。

中学校期 中学校特殊学級 私立中学校普通 中学校普通学級 中学校特殊学級 中学校特殊学級

学級（同上）

後期中等 公立養護学校高 私立高等学校普 国立大附属高等 公立養護学校高 公立養護学校高

教　育　期 等部 通学級 学校 等部 等部

診　断　名 精神発達遅滞 微細脳機能障害 微細脳機能障害 精神発達遅滞 精神発達遅滞
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Table2 対象児の知能検査の結果

　　　　田中ビネー
’83　　　　　　　　　　　　’86　　　　　　　　　　　　’89

D　A　M
’86　　　　　　　’89

対象児　MA　IQ　MA　IQ　MA　IQ　MA　IQ　MA　IQ
T．M
M．N
H．T

：06　　　　50　　　　6：08　　　　43

：01　　17　　3：04　　22

：03　　26　　5：02　　34

6：08　　36　　　：07　　36　　5：07　　35
3：04　　　　18　　　　　　：06　　　　23　　　　4：04　　　　27

5：08　　　　31　　　　　：04　　　　42　　　　4：04　　　　27

（6：06は6才6ヵ月のことを表す）

下の減少であった。第2部において得点が上昇

した領域は存在せず、同得点が2領域、減少し

た領域が8領域あり、そのうち1標準偏差以上

減少したものが4領域であった。

　2）M．N
　M．Nの第1部における特徴は、「社会性」（標

準点4）を除く領域はすべて評価点8以上であ

ることである。第2部も、「自傷行為」（評価点

1）以外は評価点5～6の中に納まっている。

　小学生6年時の評価点と比較すると第1部領

域で上昇している領域は8領域で、そのうち1

標準偏差以上増加しているものが7領域もあ

る。減少している領域は2領域で「数と時間」

「社会性」でありいずれも1標準偏差未満の減

少幅であった。第2部においては増加した領域

はなく、同得点、5領域、減少領域が5領域であ

り1標準偏差以上減少した領域は、「自閉性」、

「自傷行為」であった。

　3）H．T
　H．Tの第1部領域は、「家事」の領域が落ち

込んでいるのを除けば良好な適応状態を示して

いる。特に「言語」、「数と時問」は優れている

ことが明らかになった。第2部においては、「自

閉性」の領域の落込みが目立つが他は艮好な状

態であった。

　6年時との比較においては、第1部で2領域

（「数と時間」「社会性」）、第2部で4領域（「常

同的行動と風変りな癖」「適切でなレ）対応の仕
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Fig．1　精神年齢の推移（田中ビネー）

　　　　　’83　　　’86　　　’89（年度）

Fig．2　精神年齢の推移（人物画知能検査）

一76一



自閉症状を示した障害児の学校適応に関する追跡研究IX（3）

’

’

’

1 1

1 」

、
1

，

，

，

，

1

，

，

1

翌鵠薗需昌睡締蹄剥饅塑

　鑓典　　　　　恒鍵　　　　龍
　壇壌　　　　柏出姻
掴　　　　』
　娃撫　　　　　nコ

価軸鰻11rr□録描由価骸埠
H自昌昌＞；舅…当一

＝
「

■1

’

一

，

一

、 ユ
薗壕薗単嘆栴鯉錘燕恒薗腕旺
噂　　如七融　　1H
姦㌦薫ε邊㌦軽；鐵
督邊　薗黄湘
b　擾睡』・　如　埋轟Q　くH　輻』■1■≡□

→　　仁如細　蟻壕お
無剥お轟■軽　控融鼻只　　匝辱珪
蝋喝喝皿鯉摺K蝋価頬螺｛撚
く凹Oρ日■O由Hh呂一屋

｛値：
1

ム

ヤ

ト

ロ

ト
ω
因
く

Q

岬

曲
ij＝

、／

、
、
、

＼
、

、
、

0:, 

t~ 

L" 

~tl 

,T) 

:･Q 

く煙

llミ
ヤ

ト

ロ

ω
因
く

Q
鑓鎚菌湘睡蹄蹄革踵填
　誰胆　　　　恒鑓　　　當
　轟壇　　　　柏串く獺
伯　　　　』
　送棋　　　　r口
皿曲鰻11m轟揃由価綱お
一』自昌一一旨…曽■

薗録壕塑撲担国輿燕恒薗帥旺
に一　地由馳　　悼
姦㌦意ε温㌦堅壇鐵
督蜜　薗転紺
　　轟題』一　担　　寧壇Qも郁　　擾」rlrr・

汁蓋隻ジ∵暴
礫喝喝個無艘馬蝋佃霜蝋・二餓
4』d6一』6由一H呂一曽

寸

曲
［

、

1

‘

1
1

濃鎚擾湘睡臨錬軸垣…理

　鍵蝿　　　　恒鞭　　　壇
　邊暑　　　　憎出く衙
僧　　　　』
　母撫　　　　旧
佃曲鯉11m蟻揃由皿舷埠
二一自昌一皇；1崖当一

’
一’

’

薗輻擾塑嘆倶郭甦燕恒富岳パ旺
串　　如由瓢　　に
蓑1㌦薫ε轟翻縣邊鮭超
督留　薗禁瀧
　　留寵』一　地　　埋霊Qもく衙　薗・llrl・

茎パ養蔓〆∵黒
磯凶国価控揮K蝋価霜蛾・；繰
4畠Jd一一6由一二畠一≦

｛睡

：1ミ
ヤ

ト

ロ

ト
ω
因
く

Q
暑

m
曲
［

一77一



肥後　祥治・野呂　文行・井上

方」「不快な言語的習慣」「異常な習慣」）での評

価点の増加が見られた。このうち1標準偏差以

上の増加が見られたものが、各部で2領域ずつ

あった。減少した領域数は第1・部、第2部それ

ぞれ4領域と3領域であり、1標準偏差以上減

少した領域はr身体的機能」r家事」r自閉性」

であった。

3．母親面接

　1）T．M（養護学校高等部在籍）

　中学校時代は特殊学級に在籍していたが卒業

後は地元の公立養護学校高等部に進学した。1

年時は、生活が変わって適応できない状態が出

てきたが（母親は期待され過ぎたことが負担

だったのではなレ）かと考えていた）、2年時から

は落ち着いて過ごすことが可能となった。3年

間持ち上がってくれた先生が存在し、その先生

に子どもとじっくりつきあってもらったという

思いを母親は持っている。担任の働きかけもあ

り、高等部在学時にライバル意識が育ってきた。

そして2年生の時には、マラソン選手に選ばれ

るまでになった。本人もうれしかったのかその

ことを繰り返し繰り返しいっていた時期があっI

た。母親は、対象児のことを高等部に進むこと

によって1つの目標に向かって努力する気持ち

が養われてきたというふうに評価している。

　対人面では、1年の時に仲良くしていた男友

達はいたが行き来することはなかった。また女

性を見てニコニコしたり関心を示すことはあっ

たが異性に対して何等かの接近を試みることは

なかった。現在母親が問題点として残っている

と考えているのは、独語とパニックのパターン

が残っていることである。人が怒られているの

を聞きながらパニック起こすことが、高等部3

年時にもあった。家庭での、余暇はファミリー

コンピュータ、ワープロを用いて過ごしたり、

ノートに駅の名前を書いたりして過ごしてい

た。TVも好きであり特定の番組（仮面ノリ

ダー）や野球はよく見ていた。また、野球はテ

レビを見ている時にはルールをよく理解してい

るようだが、いざ自分でやるとなるとなかなか

ルールにしたがって動けないところもある。新

雅彦・加藤　哲文・小林　重雄

聞のテレビ欄は自分で確認し、テレビを見るこ

とを楽しみにしている様子がみられる。さらに

欲しいもの（ファミリーコンピューターのカ

セット、電車賃など）に対しては、これらを手

にいれるために小遣いを貯金するなどの計画性

がある。家事手伝いの面では、日常的には食事

後の食器を下げるといった程度のことしかさせ

ていない。ガスレンジの使用はできないが、ポッ

トにお湯を入れておくとインスタントコーヒー

を自分でいれて飲んでいる。買物に関しては、

一品の買物なら行うことができるが多くの品を

一度に買ってくるよ、うな買物は頼めない。電話

の対応は、知人に対してある程度できるが知ら

ない人に対してはすぐ切ってしまったりする。

進路については、就職させる前に生活訓練と職

業訓練をかねてN県にある生活ホームー’Y舎”

に2年間入所させる予定である。この生活ホー

ムを選んだ背景には、母親白身が主催者の人柄

や思想に同調したことが大きく影響している。

コミュニティーにおける母親の対杜会的な働き

掛けは、「心身障害児をもつ親の会（手をつなぐ

親の会）」に加入し活動することで行われてい

る。コミュニティーにおいてどのようなサービ

スを期待しているのかとの質問に対しては、

「（この子のことは）私がしょっていくしかない

と思っている」という答えが返ってきた。

　2）M．N（養護学校高等部在籍）

　養護学校高等部に中学校特殊学級より進学。

養護学校へは、電車で通学した。はじめの1週

間は母親が付きっきりで行ったが、それ以降は

その必要もなかったらしい。ただ同じ車両の同

じ席に座ることへのこだわりがあり、たまたま

そこに人が座っているとその人の膝に座ってし

まう等の行動があった。学校の流れがわかるよ

うになったのは、2年次になってからであった。

健康状態はきわめてよく中学校からの6年問1

度も学校を休まなかった。家に帰ってからの日

課は、近くのスーパーに1人で買物に行くこと

があり、曜日によって買うものは決まっていた。

通常彼女は所持金の範囲内で買物をしてくる

が、もし足りないようなことがあると月末に店
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から母親に請求がくる。このシステムは、母親

が自ら開拓した。買物代は、月に5万円になる

こともある。品御のレパートリーもお菓子、雑

誌、家庭用品と次第に広がっていった。しかし、

お金をためてものを買うといったことはなく、

お金の管理といった次元の行動は見られない。

買物から帰ってきた後は、ポットに入れてある

熱湯で一人お茶を入れて飲みながら、好きな雑

誌を見たりしながら過ごす。また温かいものが

好きで、ガスレンジを使って味嗜汁を暖めたり

お湯も自分で沸かすことができる。また、必ず

買物で買った品を母親に紙に書いてもらい、そ

れを自分でなぞると言う儀式的行動も持ってい

る（本人は一人でも書く能力はある）。本児の自

宅での仕事は、お風呂の掃除、自分の食器の後

片付け、布団のあげおろし（まっすぐ敷くこと

へのこだわりあり）等である。余暇時問は、テ

レビのサスペンスものや歌番組を好んで見てい

る。問題行動の面においては、追跡研究初期の

ころから指摘されているW足歩行、パニック、

自傷行動が残っている。対人面では全般的に人

に関心が余りなくこの傾向は同性、異性に対し

ても同様である。母親の対杜会的な接点は、養

護学校の父兄会が主であったが事務会のような

ものであまり盛んな活動は行われていなかっ

た。コミュニティーで生活していくなかでどの

ようなサービスが受けられればよいと考えてい

るかとの質問に「家庭をどうしても留守にしな

ければならない時預かってくれるところが欲し

い、そういうところがないためそのような際病

院に緊急入院ということをしなければならな

い。」との返事であった。卒業後は、区立の福祉

作業所に通うことにしている。

　3）H．T（養護学校高等部在籍）

　中学校特殊学級卒業後、地域の養護学校高等

部に進学した。1年の時はなかなか落ち着かな

かった。また先生と本児がうまくいかず、表情

が暗かったという印象を母親は持っているよう

である。後のことはこれといって印象に残って

いることはないということであった。家庭では

身の回りのこと、家事の手伝い等については自

分でやる能力は持っているが何事に関しても母

親が指示しないとやらない傾向にあった。ラー

メンを作ったり、卵やきを作るのは一人でやっ

ているが、時問ができたからと言って好きなも

のを買いに行ったりすることはなく（自動販売

機でジュース類を買う程度は一人でできる）、紙

に車の名前等を書いて過ごすことが大半であっ

た。また、欲しいものを買うために貯金したり、

自分のお小遣いを管理するようなことはない。

対人面では人を意識して動くことが少なく（同

性、異性に対しても）、一人でいたがり、交替し

たりものを分けるといった行動は見られなかっ

た。問題行動の点で母親が気になっている行動

は現在ないとのことであった。母親の対社会的

活動の主な舞台は、「心身障害児をもつ親の会

（手をつなぐ親の会）」での活動である。どの様

なサービスを受けたいと希望しているかとの質

問には「親のいなくなった時のことが心配だ。」

との返事が返ってきた。卒業後の就職は、現在

捜してはいるが容易には見つからない状況であ

る。手をつなぐ親の会で運営している福祉作業

所で就職する可能性が高い。

V．考　察
　今回の調査においてはK．Y，M．Sの2名の

協力を得られなかったため、T．M，M．N，H．

Tの3名に対する調査から得られたデータを

もとに考察を加えていく。

1．対象児の適応状況

　1）T．M
　本児は、今回の追跡研究に協カしてくれた3

名の中でもっとも精神年齢の高い対象児であっ

た。しかし、田中ビネー、DAMの結果を見ると

精神発達は、ほぼ高原状態に達しつつあること

が推測される。この傾向は、他の2名にも同様

に見受けられることである。適応行動尺度で見

ると生活全般にわた・る白助スキルの面、問題行

動の面の両面にわたり良好な適応状態であるこ

とがわかる。小学6年時と比較すると第1部に

おいては全般的なスキルの獲得が行われている

ことが明らかとなった。問題行動の面では、特
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に「暴力および破壊的行動」「自閉性」「不快な

言語習慣」「心理的障害」の領域での落込みが目

立つ。これらは、これまで周囲によってコント

ロールされていたことが、身体的な成長に伴い

その制御が機能しなくなってきていることを示

唆している可能性がある。本児は、高等部進学

当初学校での不適応状況が続いたが、3年問持

ち上がってくれた担任教師のじっくりつきあ

い、ライバル意識を育むという指導のもとで不

適応状況を克服するに到った。’

　2）M．N
　本児の田中ビネーの結果は、精神年齢が中学

校3年時と同じであった。またDAMのデータ

は、中3の時点よりも漸増する結果となった。

適応行動尺度の結果は「自傷行為」の領域を除

く他領域は良好な状態を示しており、特に第1

部の領域にその傾向がある。小学校6年時と比

較しても第1部における標準点の増加は、驚く

べきものがある。高等部進学後は、学校の生活

の流れがわからずに不適応状態が続いたが2年

になるころには学校の流れに慣れることができ

た。家庭では、中学校時代に訓練した買物スキ

ルが功を奏して彼女の余暇の重要な部分を占る

に到っている。

　3）H．T
　H．丁児の知能検査の結果は、田中ビネーの精

神年齢が漸増し、DAMめ精神年齢がやや下が

るというものであった。本児の精神年齢が今後

どうなっていくのか以後引続き追っていく必要

があると思われる。適応行動尺度において、「家

事」「自閉性」の領域を除く他の領域はほぼ良好

な状態であることを示している。他の2名が小

学6年時の結果と比較すると、第1部領域にお

いて改善の傾向を示したのと異なり、本児はそ

れぞれに改善する領域と退行する領域を有して

いた。本児も他児同様高等部進学後の1年問は

よい状況でなかったらしい。これは、2年に進級

することで解消されている。1年時の不適応が、

教師との関係に起因するものと考えれば教師

一子供の関係も学校適応の大きな要因であった

といえるであろう。

雅彦・加藤　哲文・小林　重雄

2．学校生活及び家庭生活に影響を及ぼす要因

　1）状況理解と子供一教師関係

　今回の追跡調査に協力してくれた3名は、い

ずれも中学校特殊学級から養護学校高等部へ進

学している。3名に共通して見いだされる記述

は、1学年期での学校への不適応傾向である。こ

の傾向を形成する要因として、対象児の状況理

解の能力と対象児一担任教師との関係が考えら

れる。いずれのケースもこの傾向から脱するの

に2学年の進級（時問の経過、担任の入れ賛わ

り）、担当教師の対応の変化ということがらが関

与していると考えられる。その後は大きな問題

をださずに学校生活を終了するに到った。T．M

にいたっては教師の働きかけもあ一り、他人との

問の競争意識が育まれてきた。このことは、彼

らの学校適応を考える上で特筆すべきことであ

ろう。

　2）余暇の利用方法

　M．Nは、3人の中で測定知能レベルが唯一最

重度を示す対象児である。しかし、中学校期の

後半に獲得された買物スキルは、現在では本児

の帰宅後の生活の大きい部分を占め、彼女と社

会との接点の1つを構成している。また、重度

の子供の買物スキルを定着させていく方法論を

考える上で本児の例は多くのことを示唆してく

れるものと思われる。また、T．Mはファミコ

ン、ワープロ、駅の名前書き等を、H．Tは好き

な自動車の名前書きなどに時間をあてていた。

この様に本人の好きなものあるいは長時問従事

できるものがあることは彼らが日常生活を行う

上で重要なことである。母親面接からわれわれ

は、これらの自閉症を思わせる行動が親のサイ

ドから見て重要な問題行動との評価を与えられ

ていないとの印象を受けた。しかし、これらの

行動を有する子どもたちにとって、幼児期、児

童期におけるこれらの非社会的な行動を社会的

な行動にしていく取り組みは、後の生活、特に

学齢期を終えてからの人生に潤いをもたらす鍵

を握っているものと考える。これらのことは、

上記のような行動を消去すべきだというのでは

なく、社会的な反応系の形成がより豊かな生活
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と切り離せないことを意味するものである。わ

れわれは、青年期における対象児の生活を考え

る時極端な二者択一的な思考法に陥ることなく

訓練方法の検討を行っていくべきであろう。

　3）精神年齢と家庭訓練に対する親の姿勢

　測定知能水準で見てみるとT．Mは中度精神

発達遅滞、H．Tは重度精神発達遅滞YM．Nは

最重度精神発達遅滞である。しかし、M．Nの

生活空問の広がりや、家事への従事はM．T，

H．Tにも劣らずむしろ優れいてる部分さえあ

ると言えよう。この背景にはM．T，H．Tが

男子であることもかなり影響していると思われ

る。この2名は、母親の方が「男の子だから」、

「任せておけないから」といって上記の課題を

あまりやらせなかった経緯がある。M．Nの方

は、盗癖をなくすために買物の訓練をやり、家

事の手伝いを積極的にさせることで家族の日常

生活に取り入れる試みがなされてきた。これら

のことは、精神年齢もさることながら家庭生活

の中でどの様に子供を訓練し生活の中に巻き込

むか、あるいは家族生活に参加させるかと言う

問題意識の重要性を示唆しているものと思われ

る。

3．就学前指導プログラムヘの示唆

　訓練終結時の状態と現時点での問題を比較し

ながら就学前指導プログラムの改善点について

考えて行きたい。T．Mの就学前の個別訓練の

内容は、パズル、円柱さし、ボール投げ、線引

き、紐通しの課題から単音の発音、文字読みへ

と移行した。終結時点で平仮名、数字の読みが

可能になったが文字は書けない状態であった。

また、要求が通らないと泣いたり独り言がでる

等の問題行動があった。今回の調査の結果から

はABSより「不快な言語習慣」に関する問題、

母親面接から不快な言語習慣（独言等）とパニッ

クの問題が指摘された；

　M．Nの個別訓練の内容は、円柱さし、パズ

ノレ、絵カードマッチング等の弁別訓練、発声発

語訓練、動作の模倣訓練、記憶、トレーシング

訓練などであった。訓練終了時には訓練中の着

席が可能となり、絵カードの命名、音声・文字

による絵カードの弁別ができるようになった。

トレーシングは不完全な状態であった。主訴の

1つであるW足歩行は改善されることはな

かった。現時点での行動上の問題点は、ABSの

結果から「自傷行為」の領域に問題のあること

が指摘され、母親側から自傷行動、パニック、

W足歩行が挙げられた。

　H．Tの個別訓練の内容は、発語訓練、数概念

の獲得、トレーシング訓練などが中心に行われ

ていた。訓練終了時には、単語によるいくつか

の会話および基本的な指示理解が可能であっ

た。トレーシングは可能となったが描画はなぐ

りがきになってしまう状態であった。ABSから

示唆される現時点での問題点は、「自閉性」で

あったが、母親側からはこれといった行動上の

問題点は提出されなかった。

　これらのことから、就学前時に解決されてい

なかった問題行動（パニック、自傷行動、W足

歩行）は、青年期になっても残遺する傾向にあ

ることが明らかになった。このことは、言語及

び概念学習を中心とした就学前指導プログラム

においても、より積極的な問題行動への対処が

必要であったことを示唆している。言語及び概

念学習の指導と並行して問題行動への対処を行

う際には各種の方法があると考えられる。しか

し、従来多用されてきた問題行動を維持してい

る要因（強化因）を取り払うといった方法より

も一歩踏み込んで、その行動パターンを他の行

動に変えていく方法（拮抗行動分化強化）や、

行動パターンが生起する際の行動運鎖を崩して

いく方法を行った方が訓練を受ける子どもに

とっても学習課題が明確となり、問題行動の再

起・維持・悪化に歯止めをかけやすくなるもの

と思われる。

　また、青年期になってくると非社会性におけ

る問題点よりも反杜会性における問題点あるい

は社会的に影響がある行動の方がより問題視さ

れてくる傾向がある。しかし、このことは、幼

児期における非杜会性に対する介入の必要性を

否定するものではない。確かに考察2の2）の．

「余暇の利用方法」のところでも少し触れたよ
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うに、非社会性を意味する行動が必ずしもマイ

ナスに作用するとは言い切れないことも事実で

ある。非社会性がこのような評価を受ける背景

には、対象児の生活環境の広がり、今後の進路

の問題などがあったことを考慮にいれなければ

ならない。小林（19828））は、集団参加を積極参

加、積極的不参加（パニック、多動等）、受身的

参加（レ）われた通りにしか動けない）、受身的不

参加（常同行動への従事等）の4つに分類し、

受身的不参加は積極的参加へ到ることはなく、

集団場面への適応を画策するためには積極的不

参加あるいは受身的参加の状態にすべきである

と述べている。以上のことを考えると幼期にお

ける非杜会性は、より豊かな杜会生活を構築さ

せるために標的行動としてその改善に向けた方

略を検討していくべき問題であることが結論で

きるであろう。この様にライフサイクルの中で

変わっていく問題行動の評価に適切に対応して

いくために治療教育に従事するものは、標準化

された問題行動の評価表を用いて対処すべき問

題行動を明確に把握しながら治療教育を進めて

いく心要性があろう。

4．親の二一ドから

　今回の調査では、親にコミュニテイーにおい

てどのようなサービスを受けたいかといった質

問を行った。これらへの返答は、現在の障害児・

者およびその家族のおかれている状況を象徴す

るような内容であった。母親が「私がしょって

いくしかない」と決意する背景には、入口があっ

て出口が明確でない障害児教育の現状、学齢期

終了をもって迎え入れる行政窓口の変更による

教育方針の不連続性といった問題等があるもの

と思われる。また、「親がいなくなった時のこと

が心配だ」という声は、近親者の自助努力をこ

とさらに強調する福祉政策の基本姿勢への告発

ともとれよう。今回の調査を最後に対象児たち

は学校を離れて社会にでることになる。主な所

轄省庁も文部省から厚生省、労働省と変わって

いく。今後は、我々もこれらの変化にしたがっ

て教育という枠組みのみでなく杜会福祉、杜会

参加といったより広い視野で彼らの予後および

雅彦・加藤 哲文・小林　重雄

適応問題を追跡検討していく必要があると思わ

れる。

VI．今後の課題

　学校適応といった観点で継続されてきた一連

の追跡研究も、その対象児たちの後期中等教育

の終了を迎え大きな転換期を迎えることにな

る。彼らは、学校という枠を越えより杜会との

つながりを深く持たざるを得ないポジションに

身をおくことになった。障害者の社会適応を考

える時、我々は「個人の杜会への適応」といっ

た観点および、「杜会がこれまで異質なものとし

て扱ってきた障害者を社会は今後どの様に受け

入れその社会観を変革していくのか」といった

観点の両方からも現状を分析していく必要性が

ある。これらのことを念頭におきながら今後の

研究を継続していかなければならないであろ

う。

謝　辞

　本研究の調査を実施するにあたり教育研究科

の宗像克典氏並びに研究生の吉岡昭正氏の協力

を得ました。記して感謝致します。

文　献

　1）福井ふみ子・加藤哲文・伊藤健次・小林万利

　　　子・浜田房子・肥後祥治・西尾明子・前川

　　　久男・小林重雄（1986）：自閉症状を示した

　　　障害児の学校適応に関する追跡研究Wl（3）

　　　一幼児期に自閉症と診断され，後に修正さ

　　　れた例について一．筑波大学心身障害学研

　　　究，10（2），97－106．

　2）服後祥治・加藤哲文・藤田直子・小林重雄

　　　　（1988）：自閉症状を示した障害児の学校

　　　適応に関する追跡研究Vll1（3）一幼児期に自

　　　閉症と診断され、後に修正された例につい

　　　て一．筑波大学心身障害学研究，12（2），77

　　　－84．

　3）伊藤健治・近藤明子・雨宮　政・竹花正剛・

　　　加藤哲文・久保田米蔵・松田玲子・池　弘

　　　子・小林重雄（1981）：自閉症状を示した障

一82一



自閉症状・を示した障害児の学校適応に関する追跡研究IX（3）

　　　害児の学校適応に関する追跡研究m（3）

　　　一自閉症状の消失した障害児について一．

　　　筑波大学心身障害学研究，5（2），29－42．

4）伊藤健次・竹花正剛・加藤哲文・打越　実・

　　　竹花裕子・高杉紀久子・近藤明子・池　弘

　　　子・小林重雄（1983）：自閉症状を示した障

　　　害児の学校適応に関する追跡研究IV（3）

　　　一自閉症状の消失した障害児について一．

　　　筑波大学心身障害学研究，7（1），49－58．

5）加藤哲文・竹花正剛・伊藤健次・打越　実・

　　　竹花裕子・高杉紀久子・平田菜穂美・近藤

　　　明子・池　弘子・小林重雄（1984）：自閉症

　　　状を示した障害児の学校適応に関する追跡

　　　研究V（3）一自閉症状の消失した障害児に

　　　ついて一．筑波大学心身障害学研究，8（2），

　　　49－56．

6）加藤哲文・高杉紀久子・打越　実・小林万利

　　　子・浜田房子・前川久男・小林重雄（1985）：

　　　自閉症状を示した障害児の学校適応に関す

　　　る追跡研究V（3）一自閉症状の消失した障

　　　害児について一．筑波大学心身障害学研究，

　　　9（2），123－132．

7）小林重雄（1980）：自閉症一その治療教育シス

　　　テムー．岩崎学術出版社．

8）小林重雄編著（1982）：白閉症児の集団適応

　　　一杜会的自立をめざす治療教育一．学習研

　　　究杜．

9）小林重雄・前川久男・大野裕史・加藤哲文・

　　　園山繁樹・武蔵博文・平田幸宏・藤原義博

　　　（1983）：自閉性障害児の学校適応に関す

　　　る追跡研究．安田生命事業団研究助成論文

　　　集，19，69－86．

10）・小林重雄・前川久男・杉山雅彦・大野裕史・

　　　佐竹真次・加藤哲文・園山繁樹・中矢邦雄・

　　　福井ふみ子・渡部慶子・渡部匡隆・石川

　　　泰・肥後祥治・鈴木瑞哉（1986）：白閉性障

　　　害児の学校適応に関する追跡研究（第2

　　　報）．安田生命事業団年報，22（1），63－79．

11）小林重雄・大野裕史・加藤哲文・渡部匡隆・

　　　石川　泰・肥後祥治・野呂文行・小野昌彦・

　　　木戸能理子・井上雅彦（1989）1白閉性障害

　　　児の学校適応に関する追跡研究（第3報）．

　　　安田生命事業団研究助成論文集，25（1），35

　　　－47．

12）近藤明子・高杉紀久子・伊藤健次・竹花正剛・

　　　井口裕子・小林　明・池　弘子・小林重雄・

　　　長畑正道・斉藤義夫（1979）：自閉症状を示

　　　した障害児の学校適応に関する追跡研究I

　　　（4）一自閉症状の消失した障害児について

　　　一．筑波大学心身障害学研究，3，121－134．

13）太田千鶴子・山根律子・反保真弓・金原たか

　　　子・藤原義博・池　弘子・小林重雄・長畑

　　　正道・斉藤義夫（1979）：自閉症状を示した

　　　障害児の学校適応に関する追跡研究I（1）

　　　一目的と評価法について一．筑波大学心身

　　　障害学研究，3，89－100．

14）竹花正剛・近藤明子・井口裕子・長藤　利・

　　　古賀靖之・柴　勝代・高杉紀久子・池　弘

　　　子・小林重雄（1980）：自閉症状を示した障

　　　害児の学校適応に関する追跡研究II（3）

　　　一自閉症状の消失した障害児について一．

　　　筑波大学心身障害学研究，4（2），63－81．

15）冨安芳和・村上英治・松田　慢・江見佳俊

　　　（1973）：適応行動尺度手引．日本文化科

　　　学杜．

一1990．10．11．受稿，1990．12．10．受理一

一83一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糧
集
頬
鎮
．
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
照
艘
就
Q
蟄
斜
Q
娼
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似
忙
Q
遜
介
．
o

　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
垣
辱
る
貞
く
持
臭
岬
二

｝
n
蕪
如
o
£
認
細
椚
“
Q
～
埜
～
々
く
Q
揮
黒
・

　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
、
竃
、
ζ
」
酬
艇
如
K
㌦
－
奉
佃
鑓
s
～
．

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
烏
岬
二
｝
J
睡
雇
如
駆
鑓
K
山
ー
お
匙
蜂
Q
～
・

　
　
　
　
　
　
鯉
州
岬
む
怠
u
ー
ヤ
ト
ー
1
H
〃
［
．
o
o

＾
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
怒
糾
。
。

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
怒
叶
N

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
患
甘
一

　
　
　
　
　
刈
〕
価
温
備
島
↑
頼
胡
握
糾
Q
く
料
・

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
烏
央
二
｝
」
批
仲
二
如
渕

車
小
二
い
～
、
烏
岬
二
腿
く
厚
坦
蝦
侭
二
“
Q
年
・

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
筆
Q
↑
×
“
へ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆
拙
怒
糾
．
ト

（
ペ
ニ
ニ
・
二
型
〕

　
　
　
　
　
　
心
舳
↑
為
醤
斜
Q
’
」
－
［
件
終

鵯
）
J
烏
襲
伽
螂
鵯
、
舳
』
二
央
芯
墨
Q
中
皿
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
　
　
　
　
　
　
岬
碍
為
』
〕

岬
ト
o
尖
o
仁
辿
二
賦
如
違
舶
舳
蟻
舳
川
紅
睦
　
膏
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬰
　
妹
（
O

＾
ペ
ニ
ニ
ニ
嘉
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姻
騨
二

顯
｛
綱
）
岬
舳
）
為
囲
釦
Q
始
鵯
尖
ミ
小
～
坤
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
地
〕

　
　
　
　
岬
二
｝
」
u
赴
」
燃
伽
Q
（
心
抑
如
嫡

輻
o
無
｝
∩
桃
迷
｝
吾
9
く
料
為
Q
ゆ
二
」
指
　
富
畠

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
担
〕

　
岬
二
｝
J
慶
融
銚
誰
岬
嶋
如
超
垣
旺
超
Q
娼
　
宙
岨
一

（
ペ
ニ
ニ
・
二
蝕
）
　
　
　
　
岬
ト
批
嫡
歯
］
轟
何

祐
］
怠
尖
岬
鳥
く
u
峠
燕
Q
抑
二
」
指
Q
余
皿
　
ε

（
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕
　
岬
掲
為
墜
馳
岬
柚
如
嫡
腹
　
奮
一

（
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕

　
　
　
　
　
　
v
に
↑
く
1
坦
鼻
賊
細
邊
無
□
蕾
一

　
　
　
　
　
　
　
幾
旺
畢
Q
～
も
惑
二
禦
｛
無
＾
因

　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
鶯
）

　
　
　
　
　
　
　
（
］
寝
蛙
叫
）
岬
掲
為
送
騒
　
一
呂

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

＾
～
ニ
ニ
ニ
j
埜
〕
　
　
　
　
　
　
（
抑
Q
抑
榔
垣

蜂
蝋
〕
岬
二
｝
」
u
意
」
媒
如
輿
蜘
Q
山
ム
ト
　
蕾
一

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

＾
～
ニ
ニ
・
二
垣
〕
　
　
　
　
　
（
暴
担
轟
葦
叫
）

岬
潟
祭
暴
岬
二
｝
J
〕
占
昼
糸
靱
｝
刈
為
く
持
　
§

（
ペ
ニ
ニ
・
二
鶯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
総
｝

二
幽
為
暴
く
件
碑
帥
貨
舳
陰
Q
本
佃
坦
〕
一
噛
霜
　
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚤
　
騒
＾
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
」
㌧
頬
Q
睦
妹
・
蚤
鰻
．
岨

（
v
ニ
ニ
・
二
坦
）
　
　
　
烏
↑
柵
二
睡
～
二
心
二

心
靱
）
」
如
二
噂
叶
細
縫
Q
～
］
革
Q
〕
＾
］
一
邊

粒
叫
）
岬
二
）
o
撫
如
線
串
心
n
桃
迷
ρ
幽
揃
　
ε

＾
～
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
岬
舳
↑
為
刈
〕
岬
付
噂
u
鑓
H
如
他
噂
蕾
一

（
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
　
岬
舳
↑
墳
刈
u
岬
ト
怪
燭

如
梯
融
Q
小
抑
］
↑
く
－
塑
型
』
息
鰹
伽
黒
賦
　
一
需
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
噂
叶
綿
蝋
　
　
岨

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
＾
咄
、
顕
題
、
佳
報
、
蝿
懸
〕
自
o
垣
向
｛
月
竃
昌
・

〔
ペ
ニ
ニ
・
二
侃
ご
　
岬
棚
レ
o
烏
∩
」
帖
伺
熟
璃
　
§

（
～
ニ
ニ
・
二
廼
）
　
岬
兵
心
中
£
如
］
D
匝
型
］

舳
』
二
如
小
担
逸
ミ
む
舶
一
厨
鯉
｝
岳
Q
圓
蝋
　
轟

薫
ニ
ニ
ニ
言
ご
　
　
　
　
　
　
　
岬
掲
↑
い
“

細
舳
鰻
る
点
Q
』
〕
岬
ニ
レ
く
ー
坦
］
壇
持
襲
　
萬
一

〔
ペ
ニ
ニ
ニ
鳥
ニ
　
　
　
　
　
ニ
燃
為
刈
〕
岬
島

如
ト
卦
ふ
」
へ
－
コ
垣
舳
～
岬
農
伽
鰯
に
囹
蛾
　
轟

p
ニ
ニ
ニ
鳥
ご
　
　
　
　
　
　
二
靴
墳
』
り
∩

製
㎜
、
舳
刈
二
如
小
細
地
項
小
愚
如
録
に
垣
蝶
　
一
堕

＾
～
ニ
ニ
・
二
坦
）

　
　
　
岬
舳
↑
為
熟
艦
v
」
H
｝
J
挨
］
純
供
　
薗
一

薫
、
』
二
．
二
坦
〕
　
　
　
　
　
岬
為
央
」
伽
湘

、
o
央
o
墳
μ
二
u
鯉
1
』
塑
蝋
Q
素
さ
終
揃
　
富
一

　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
ペ
ニ
ニ
・
二
型
）
　
　
　
　
＾
］
邊
葦
叫
〕
岬
掲

潰
煽
悼
二
程
V
」
縞
｝
n
砕
↑
温
く
｝
J
刈
曝
蔓

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

＾
～
ニ
ニ
・
二
垣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
］
邊
鋒

蝋
〕
岬
掲
）
壌
佃
K
為
枳
セ
Q
唄
撫
Q
＜
劃
蛾
　
富
邑

（
ベ
ニ
ニ
・
二
堂
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
黛
＜
」

狂
如
二
哩
叶
、
o
央
い
噂
昧
小
毛
余
皿
｝
域
批
ミ

巾
，
刈
岬
二
｝
J
伽
脇
坦
点
熟
k
黒
榊
Q
機
係
　
§

　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
烏
心
い
塵

小
～
↑
注
小
二
小
～
〕
岬
掲
為
凸
，
睡
］
革
蝋
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕

　
　
　
岬
掲
墳
』
〕
岬
繕
伽
睦
型
赴
ト
件
＜
湘
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
埜
〕

　
岬
ぺ
超
為
牒
順
細
鋤
ト
）
」
哀
］
く
Q
■
皿
　
宿
国

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
　
　
　
　
岬
総
↑
軍
縄
為
違
哀
s
湘
鯉
　
§

（
ペ
ニ
ニ
・
二
鶯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

総
為
刈
］
ト
詣
抑
蕪
伽
素
さ
鼻
Q
中
皿
｝
n
饒
　
一
冊
国

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕

　
　
　
　
　
　
　
（
烏
岬
鳴
筆
鼠
に
央
い
二
小
～

u
寝
母
蝋
一
岬
鳴
祭
o
砕
二
堕
｝
」
哀
］
く
曼
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
岬
碍
烏
刈
〕
岬
朴
D
心
怠
D
二
伽
Q
迎
二
脇
　
目
邑

＾
ペ
ニ
ニ
ニ
』
坦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
二
貨

心
烏
£
筆
繁
墜
）
岬
鳴
墳
刈
〕
ト
壬
ミ
嚇
錠
蝋
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
）

　
二
点
b
祖
伽
㎎
繭
烏
お
烏
貨
ぶ
央
」
男
一
』
巾
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
並
〕

　
　
　
　
　
　
岬
舳
↑
為
～
〕
岬
瀦
伽
運
］
く
　
§

（
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
岬
碍
↑
凸
、
醒
嶺
）
」
転
u
く
坦
u
壇
嬰
利
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
鶯
）

　
　
　
　
　
　
岬
ミ
繭
］
縫
蝋
批
く
二
如
小
長
　
蔦
一

（
ペ
ニ
ニ
・
二
埋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
柵
烏

仙
」
息
塾
ミ
塾
担
遜
蝋
）
J
女
］
＜
二
細
心
景
　
竈
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輻
に
く
哀
．
寸

（
ペ
ニ
ニ
・
二
地
〕

　
　
　
岬
ト
如
錐
鰐
Q
囲
籠
抑
）
V
細
烏
£
順
§

（
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕

　
　
　
　
　
　
岬
愚
如
締
姻
］
臣
歯
尖
n
枇
迷
　
§

（
ペ
ニ
ニ
・
二
埴
〕
　
　
　
　
　
　
　
二
如
小
為
砕

二
如
』
〕
V
仁
］
蝶
護
、
件
一
〕
V
に
］
糧
批
蔓

（
ペ
ニ
ニ
・
二
蟷
〕

　
岬
ニ
レ
」
狽
－
蛯
蛯
烏
睡
蛙
Q
燦
握
給
催
哩
　
富
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
胡
狸
皿
δ

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
）

　
　
　
　
　
　
　
岬
鞭
↑
～
醐
伽
畠
歎
↑
や
佃
　
蔓

（
～
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
椥

レ
墳
ぺ
靴
拠
Q
瞠
粕
）
埠
£
如
］
誰
鍬
Q
鱒
帳
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
担
〕
　
　
　
岬
総
レ
舳
蛙
ニ
ミ
舳
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
鶯
〕

　
　
　
　
　
　
岬
b
セ
共
↑
本
価
如
盗
犯
二
聾
　
萬
一

（
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
　
岬
ぺ
鞠
絢
↑
φ
皿
心
央
ミ
史
為
贈
粕
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邊
榊
Q
畦
柊
（
因

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
垣
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
祭
央
純

仁
紅
魯
刈
粂
絹
Q
幾
蝋
ゆ
4
心
u
刈
二
尖
舳
に
　
一
§

薫
ニ
ニ
ニ
嘉
二
　
　
　
岬
舳
P
為
刈
〕
V
に

レ
く
ー
ド
ニ
睡
伽
何
舳
串
イ
心
〕
』
二
μ
舳
に
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
逆
〕

　
　
　
岬
む
に
↑
く
1
↑
×
く
件
栂
鯉
抑
ρ
岬
〕

』
岬
掲
為
ぺ
軸
o
牒
心
程
岬
〕
刈
央
ミ
軽
蜘
に
　
一
…
呂

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
並
）

　
　
　
　
岬
む
串
u
～
佃
螂
謹
砕
握
糾
p
く
ー
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漏
　
漣
＾
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
仲
K
温
価
．
両

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
　
　
　
　
岬
島
如
脇
姻
｝
二
い
蜘
o
白
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
型
〕

　
　
　
　
岬
黛
小
㌣
綱
］
伝
杣
蛯
〕
伽
く
饅
り
　
一
3

（
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
）
　
　
岬
ぺ
仁
墨
〉
牛
J
～
レ
ニ

細
む
題
伽
口
魁
－
幽
1
、
］
幽
岬
如
v
件
」
～
　
＾
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
～
ニ
ニ
∵
鳥
こ

岬
扁
↑
縄
・
枇
如
壁
為
幽
鋼
岬
く
糾
榊
運
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
ト
相
桃
桃
点
臭
く
］
曲
口
如
黒
、
吾
蹄
姻
　
＾
竃

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
起
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

ポ
o
μ
い
月
如
性
o
央
」
如
螺
舳
£
、
仔
蹄
姻
雪

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
　
。
岬
舳
レ
為
刈
〕
岬
マ
姻

｝
∩
抑
伽
鶉
姻
｝
」
逃
撃
曲
堪
粗
、
幾
s
榊
姻
　
3

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
舳
ρ
為

刈
〕
柚
”
頼
u
烏
鯉
、
鐘
心
n
仁
〕
由
脇
一
綱
］
玄
　
一
豊

刃
ニ
ニ
ニ
貞
ご
　
　
　
　
　
岬
舳
レ
為
』
〕

岬
く
姻
｝
o
寧
］
由
旺
鎚
伽
へ
1
柚
卜
・
ト
ヤ
木
　
一
8

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
　
　
岬
べ
堪
］
叶
■
墳
紳
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎚
幸
飾
綱
．
N

（
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕
　
岬
鳴
為
霞
Q
南
虫
Q
余
価
　
菖

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
　
　
　
小
仁
］
邊
柵
〕
如
ミ
＜
峠
Q
巨
　
§

＾
ペ
ニ
ニ
・
二
型
）

　
　
　
　
　
　
　
岬
掲
地
J
地
J
為
～
〕
岬
二
｝

聖
小
令
工
－
枳
×
倖
八
悟
×
黒
榊
↑
給
ら
キ
ふ
　
一
〇
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
｝
ニ
ニ
・
二
坦
〕

＾
芯
Q
峠
叔
〕
岬
舳
レ
為
供
恕
樽
s
唱
旺
醐
胡
　
s

＾
～
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
　
岬
掲
為
凸
，
駆
］
刈
〕
小
畢
如
明
填
睾
　
§

＾
映
ニ
ニ
・
二
坦
）
　
　
　
岬
掲
為
凸
、
題
］
剰
蝋
　
命
一

＾
映
ニ
ニ
・
二
垣
）
　
　
　
　
岬
総
烏
堅
駒
Q
幻
細

岬
｝
総
曲
鐘
］
蝋
舳
』
二
細
｝
∩
潮
為
w
s
蝋
　
§

p
，
j
一
』
．
、
轟
一
岬
吠
如
噸
〕
轟
岬
ト
鶉
素
§

（
ペ
ニ
ニ
・
二
型
）
　
　
息
蛙
伽
刈
〕
岬
ト
鉋
＜
　
§
．

（
似
ニ
ニ
・
二
坦
〕

　
　
　
　
岬
鳴
祭
擢
懐
い
巾
刈
い
↓
池
批
Q
ゆ
央

」
o
烏
い
」
o
“
畿
国
Q
控
田
’
鐘
岬
ト
珀
素
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杣
灘
鯉
〕
南
細
J
製
曲
．
H

擬
臣
賦
～
ト
躍
〕
一
鯉
胡
無
田
る
判
鵯
準
留
く
衰
Q
黒
廿
担

H
　
実
綱

48



Bull. Spec. Educ. 15(2), 73-85, 1990 . 

The FolIOW-up Studies on School Adjustment of Handicaped 
Children with Autistic Symptoms IX (3) 

Shoji HIGO, Fumiyuki NORO, Masahiko INOUE, 

Tetsubumi JCATOH, and Shigeo KOBAYASHI 

Following up handicapped children who were trained in their infanthood is one of 

the most important things to discuss their progonosis and effect of training. Five 

subjects whose autistic sympotoms had been improved on the process of behavioral 

therapeutic approach during infanthood in spite of diagnosis as Autisrn by other 

institutions were selected in this study. Psychological tests (Tanaka-Binet Intelligence 

Test, Good-enough's Draw-A-Man Test and Adaptive Behavior Scales) and interviews 

with their mother were administered to make clear their high school age's apperances. 

The results were summarized as follows. 

( 1) Their mental ages were in compatible with their junior high school age. 

(2) Judging from the results of Adaptive Behavior Scales, they adapted themselves in 

their special education school, respectively. 

(3) Their behavioral problems, panic, self-injurious behavior etc. had not been 

improved during their school age. 

(4) Level of school adjustment of hcandicapped children was due seemingly to 

ability of understanding the situation and enjoying their own leisure time and 

teacher-child relationship and parent's attitude for home task were also appeared to 

be important factors for their adjustment and prognosis. 

Subjects have finished their school age. Conseqently future follow-up studies shoud 

be analyzed by another points of view such as social welfare and so on. 

Key Words : autistic children, follow-up study, school adjustment, behavior therapy 
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